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西日本区強化月間

" L e t ' s S h o w - L e t ' s G r o w "国 際 会 長

「 示 そ う ワ イ ズ ！ 伸 ば そ う ワ イ ズ ！ 」

" L e t ' s J o i n u n d e r t h e Y ' s M e n ' s F l a g "ア ジ ア 会 長

「ワイズメンの旗のもとに」

" L e t ' s m o v e f o r w a r d w i t h c o n v i c t i o n ! "西日本区理事

「確信を持って前進しよう！」

「 」京 都 部 部 長 京都部５５５を目指して と共に更なる飛躍を！Y

「強い義務感を持とう！義務は全ての権利に伴う」

『地域奉仕環境事業委員長として』 地域奉仕環境事業委員長 立山 隆一

会 長 岩本敬子

副会長 山下太郎
書 記 島田博司 牧野万里子

会 計 中原一晃

CLUB OFFICE
京都 国際専門学校YMCA

602-0033〒
上京区烏丸今出川下ル
T E L 0 7 5 4 3 2 - 3 1 9 1( )
F A X 0 7 5 4 3 2 - 9 4 4 0( )

標 語

２
No.336

2008年2月号

地域奉仕環境事業委員長
として活動を行い早いもの
で半期が過ぎました。振り
返えってみると平安徳議会
の夏祭り・バザーそして、
みやこふれあいまつりに参
加とメンバーの協力のお陰
で事業計画と通り実施がで
きました。有難うございま

した。
しかし、内容としては目新しいものはなく今まで
やってきた事をそのまま継続して実施しただけにと
どまり、新たな動きとしては、西山再生活動に一度
だけ参加しただけでした。

年・ 年と継続して事業を行っていることは10 20
すごい事ではありますが、しかしここに来て事業内
容等にマンネリ感を少し感じています。
今まで諸先輩方が築き上げてこられた事業を毎年
繰り返し行うことで、その年度が終わり、そして新
たな年度も同じように進んで行くことがここ何年間
続いてきました。

、 、しかし 年・ 年前とは自分達を取り巻く環境5 10
そしてメンバーの顔ぶれも大きく変わり現在の事業
に対する思い入れ・考えも違ってきていますし、ま
た新たな考えやアイデアも聞こえてきます。
ウエストクラブとして 周年を 年後に控え今30 2

後のウエストクラブを考えるのにはいい時期に来て
いると思います。
昨年より 周年 委員会も立ち上がりそこで30 PT

も色々な意見が出されていますし、更に山下次期会
長期にはウエストビジョン委員会が立ち上がる運び
にもなっています。
地域奉仕環境事業委員会でも事業方針の一つに今

まで行ってきた各事業の再検討と 周年に結びつ30
ける事業の企画、立案を考えると掲げております。
後の半期はこの方針に向けて進んでゆき何か一つで
も企画が提案できたらと思っています。
また皆さんのご意見・アイデアをお聞かせ下さ

い。
また 例会では ・ ・ の献金についTOF CS FF TOF

て少ない時間ですが話し合いを持ちたいと思ってい
ます、献金のあり方等で皆さんのご意見をお聞かせ
下さい。
そして、 月 、 日には一泊例会があります。2 26 27
出来れば全員参加で時間の許す限り今後のウエスト
クラブについて語り合いましょう。

今月の聖句
いちばん先になりたい者は、すべての人の後にな
り、すべての人に仕える者になりなさい 」。

マルコによる福音書第 章 節9 35

1月在籍者 ニコニコ ファンド

会員 第一例会 第二例会 切手 0pt 第一例会 ネットファンド
23名 メン 16 名 18 名 現金 0pt 0円 0円
広義・功労会員 メネット 1 名 0 名 (メイキャップ含む） 第二例会
2名 コメット 0 名 0 名 14000円

ビジター 0 名 5 名 前月出席率 累計 ファンド
ゲスト 0 名 0 名 修正 切手 0pt 累計14000円 年間合計

合計　　　　　25名計 17 名 23 名 なし 現金 0pt 83,390円

例会出席率 BFポイント

出席第一・時間厳守・環境問題についての意識改革、行動・親睦・奉仕

喜んで 楽しんで 感謝して。ク ラ ブ 会 長 標 語「 笑 顔 」 , ,



 

 

東京ひがしクラブのクリスマス例会 
2007 年 12 月 13 日(日)東京 YMCA 東陽町センター 

EMC 委員長 森田  惠三  

去る 12月 15日、日本 YMCA同盟会館で開かれた
ワイズ必携編集委員会に出席 した後、6 時 30 分から
東京 YMCA東陽町センターにて開催された、東京ひが
しクラブのクリスマス例会に招待されました。 

私の他には、越智京子東日本区理事と清水弘一次期

理事のほか数人のゲストも参加されました。第 1 部の
礼拝は静かな雰囲気で進行。参加者全員がコメットか

ら点火されたローソクを手にした賛美歌と、最後のフ

レンドシップファンド(子ども支援基金)への献金は、

ウエストでも参考にすべきこと思いました。 

第２部の祝会は須田哲史会長の点鍾で始まり、久し

ぶりのクラブ訪問の感謝と病を克服して健康になられ

た旧友の奥硲さんご夫妻にお会いできたことを喜びと

してご挨拶をさせていただきました。加えて来年 6 月
に、ひがしクラブがホストを務められる東日本区大会

にお祝い参加のため、ウエストでは積み立てを開始し

ていることをお知らせしました。 

メンバーの皆さんからは喜んでお待ちしますとのこ

とですから、ウエストのメン・メネット挙って野田交

流委員長に協力をお願いいたします。 

列車時間の関係で、賑やかに盛り上がっていた例会

を 8 時には早退せねばならず大変残念でしたが、再会
を約して帰途に着いたのでした。以上報告まで。 

 
ウエストクラブ新年会 

2008 年 1 月 5 日(土)森田ワイズ邸 

桂  厚子  

森田ﾜｲｽﾞのご自宅で､新年会が開かれました｡メンバ

ーは､森田ﾜｲｽﾞ､直子ﾒﾈｯﾄ､鈴木ﾒﾈｯﾄ､松本､岩本会長､大

西､牧野､桂でした｡中村ﾜｲｽﾞが急な用事で参加出来な

かったのが、残念でした｡とにかく、最初ビールにお酒、

ワイン、ウィスキーと森田家のアルコール全部飲み干

した気がします｡お正月らしく最初はおぜんざい､正月

料理にてっちりで､女性が多かったのに、何にも手伝わ

ず､みんな直子ﾒﾈｯﾄと鈴木ﾒﾈｯﾄが用意してもらって､ほ

んまにええお正月させていただきました｡まあ呑むほ

どに､はしゃぎまして､取り止めなく喋り続け､いい発

散させて頂きました｡と言っても森田ﾜｲｽﾞ､現会長、次

次期会長､それに、松本ﾜｲｽﾞでしょう｡なかなか発展的

な意見が活発に交わされていたはずです。30周年の夢
ビジョン､例会のあり方とか、いろいろむつかしい問題

を喧々諤々やってたはずです(念の為､言っておきます
けどネ)。たまには、時間を忘れメンバｰとただお喋り
を楽しむだけでもいいもんですよね｡今度一泊例会も

うんと喋りませんか？ただただタダで､ええお正月さ

せて頂きました事､紙面を借りてお礼申し上げます｡ 

 

京都洛中クラブ 20 周年記念例会 
(兼京都ウエスト･みやび･洛中 3 クラブ 

合同新年例会) 

2008 年 1 月 13 日 (日)全日空ホテル 

YMCA 連絡主事 辻中 康弘 

新年例会は、京都ウエスト、洛中、みやびクラブの

３クラブ合同で例年行われてきましたが、今年は京都

洛中クラブがチャーターされて 20 周年であり、京都洛

中クラブ創立 20 周年記念例会に参加するという形で

163名が集いました。 
京都洛中クラブと IBCを結ぶ台北大橋クラブから 5

名、DBCを結ぶ博多オーシャンクラブから 6名、親ク
ラブである京都ウエストは 16 名、京都みやび 12 名、
また京都部の全クラブからの参加がありました。また

京都洛中クラブ OB や立派に成長されたコメットも数
多く参加されており、洛中クラブに連なる人々の絆の

深さを感じました。 

例会は、京都洛中クラブが、長年サポートをしてい

る児童養護施設つばさ園の勇壮で息のあったつばさ太

鼓でオープニングいたしました。 

第１部では室田会長の挨拶、京都 YMCA神崎総主事
とワイズメンズクラブ西日本区神谷理事の祝辞をいた

だき、洛中 20 年のあゆみの様子をパワーポイントでご

紹介いただきました。児童養護施設つばさ園石塚園長

や職員の方から園の紹介とともに京都洛中クラブへの

感謝の辞を述べられ、京都洛中クラブがつばさ園の発

展の歴史に深く関わっていたことを感じました。 

 第 2 部は、著名な書家の高岡亜衣様の「洛中創生」
の書に感動で始まりました。記念事業でつばさ園への

寄付と京都 Yリトリートセンターのシャワー設備増設
工事一式のご寄贈があり、感謝！感謝！でした。西岡

統括連絡主事の食膳祈祷に続き、京都部新山部長の乾

杯で食事タイムが始まりました。ウエストクラブとみ

やびクラブのそれぞれの会長からスピーチを頂きまし

たが、我がクラブの岩本会長のスピーチは、さすが洛

中クラブの親クラブの会長である風格があり、頼もし

いものでした。（忙しい中、スピーチ原稿をお考えにな

った岩本会長お疲れ様でした）。おいしい料理と心地よ

いジャズバンドの生演奏に懇談の輪が広がり、ワイズ

談義があちこちで熱く語られ、あっという間に閉会の

時間となりました。 

例会の途中に新山部長とお話させていただくチャンス

が与えられました。「ワイズがずいぶん元気が出てきて

いるので、うれしい。ワイズがもっと元気を出して、

YMCAを支え、盛り上げていきたい！」とおっしゃっ
ていました。京都 YMCAは試練の時を迎えており、踏
ん張りどころです。ワイズのご協力は誠に有難く、感



 

 

謝です。ワイズがますます元気が出ることを祈念する

とともに、そのパワーのご協力を得て、この試練の時

を乗り越えてゆきたいと思います。 

よく準備された例会内容で、楽しい例会を過ごさせ

ていただきました。ご準備なさった洛中クラブの皆さ

んに心から感謝したいと思います。 

 

第二例会  
2008 年 1 月 24 日 (木)リーガロイヤルホテル

書記 牧野 万里子 

定刻７時、岩本会長の開会点鐘で例会が始まりまし

た。今回の例会は、半期総会とメンバースピーチです。

ゲストとして、グローバルクラブから、15周年記念例
会のアピールを兼ねて５名が参加されました。食事が

終わり、まずグローバルクラブのアピールタイムです。

15周年記念実行委員長の松谷隆史ワイズが、周年事業
としてのカンボジアでの学校建設の報告、そして 3 月
1 日の記念例会の案内をされました。グローバルクラ
ブでは、メンバーが一丸となって、15 周年に向かって

この学校建設の事業に取り組んでこられたようです。 

半期総会では、次期三役として、副会長に私、牧野

ワイズ、書記に島田・市橋ワイズ、会計に野田ワイズ、

次々期会長に私、牧野が承認されました。次期会長の

山下ワイズからは、時期の構想が力強く語られました。 

さて、メンバースピーチです。まずはニューメンバ

ーからです。福田ワイズは、学生時代から現在までの

ご自身のお話とワイズに対する意気込みをとても力強

く、楽しく話されました。かつて自衛隊に入隊されて

いたこともあるようです。市村ワイズは、仕事を通じ

て外国語学を学んでこられた経験、ワイズへの思いを

とても楽しく語っていただきました。常に積極的に熱

意を持って語学を勉強されてきた事がとてよく伝わっ

てきました。  

次は、ベテランのメンバースピーチです。桂ワイズ

には、ご自身の最近の思いや、以前クリスチャンだっ

た事、辻中連絡主事には YMCAの歴史について、中原
ワイズには、今までに仕事を通じて学んできた事につ

いて、語っていただきました。まだまだスピーチを聞

きたいところですが、例会の終了時間です。YMCAソ
ング、閉会点鐘で例会は幕を閉じました。 

例会の後、福田ワイズ、市村ワイズの歓迎会を行な

いました。スピーチで話し足りなかったこと、聞き足

りなかったことについての話や質問で、場は盛り上が

りました。グローバルクラブの松谷ワイズにもご参加

いただきました。スピーチを通じて、今まで知らなか

ったメンバーの素顔を知る事ができ、とても有意義な

例会でした。 

 

新連載コラム 森田ワイズの 

『京都ウエスト温故知新(第二部)』 
 その 12 史上空前のスケールで実施した 
     トライアングル白馬キャンプと 

         阪神大震災ボランティア 

クラブ創立 15 年目の意義ある節目となった 1994 年

度の幕開けは、クラブ総力を挙げて挑戦し成功裡に終

ることが出来た第 2 回トライアングル白馬キャンプか

ら始まりました。その前年 1993 年 8 月 13～17 日、鍾

路クラブをホストとして始まったソウル・ヨンピョン

リゾートでの第 1 回トライアングルキャンプは、1992

年 1 月の第 9 回をもって終結した鍾路とのワイズリン

グ交換プログラムに代わる新しい IBC プログラムの企

画として開催されたのでした。ウエストからは 5 名の

参加に止まりましたが、その折の協議により翌年の第

2 回はウエストがホストと決定され、その後一年間、

周到かつ綿密な準備を重ねました。 

1994 年 8 月 12 日にはちゃんこ鍋「両国」にて前夜

祭を開き、鍾路クラブのコメット 18 名をホームスティ。

13 日～15 日までの 2 泊 3 日の予定でバス 2 台に分乗、

車中もお国自慢のソング合戦で賑やか。ペンション２

棟を借り切っての分宿。八方尾根への登山。グリーン

スポーツの森でのキャンプファイヤー。台北 22 名・鍾

路 29 名の友を迎えたウエストも 41 名が参加して、実

に 92 名というクラブ史上空前のスケールで長野県白

馬の地にて展開することが出来ました。言葉や習慣の

壁を乗り越えたワイズの国際交流は、ワイズメンズの

国際性を実感した大変意義深い体験となりました。 

以後継続したキャンプの内容すべてを紹介するには

長期間にわたりますので、昨年のウエスト担当のトラ

イアングルミーテイングまでの足取りを記載するに止

めることにします。 

第3回 95.8.14~16台北･金山青年活動ｾﾝﾀｰ(ｳｴｽﾄ 15名) 
第 4 回 97.8.14~17鍾路･ｿｳﾙ近郊第一生命日新院(ｳｴｽﾄ
7 名) 

第 5 回ウエスト・祇園祭ﾄﾘﾄﾘｰﾄｾﾝﾀｰに手総数 81 名(ｳｴ

ｽﾄ 39 名) 

第 6 回 01.10.18~21台北・宜蘭県頭城農場にて(ｳｴｽﾄ 9
名)―鍾路のクラブ事情のため中止 

第 7回 05.4.30~5.2台北ﾀﾞｳﾝﾀｳﾝ 30周年・鍾路25周年・
ｳｴｽﾄ 25 周年合同創立記念祝賀行事 台北・淡水市真理

大学大礼拝堂と食堂にて(ｳｴｽﾄ 17 名) 

第 8 回 07.6.8~12 ｳｴｽﾄ･ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙﾐｰﾃｲﾝｸﾞ、西日本区大
会、USJ 大阪と奈良観光、コミュニティ嵯峨野にてウ

エルカムパーテイ、トロッコ列車と保津川下り、弥生

会館にてサヨナラパーテイ。総数 73 名(ｳｴｽﾄ 30 名) 

上記のトライアングル行事のほか、３クラブの周年

行事など数多くの公式交流やプライベート交流がある

ことは云うまでもありません。 

さて、1994 年度の後半期の活動の中で特筆すべきは、

1995 年 1 月 17 日早朝に起った阪神大震災という衝撃

的な出来事です。義援金募集や YMCA と協働の街頭募金、

現地への炊出しボランテイアの参加、物品収集の対応

など、クラブメンバー・メネットにとっては京都市内

クラブと協働した貴重な体験を味わったのでした。そ

の後も神戸西クラブへの慰問、西部ワイズメンを励ま

す会への参加。救援から復興へと YMCA・ワイズは歴史

的なこの大災害に長期的な支援活動を続けたのでした。     

（2008・1） 
 



 

 

２月 Ｓｃｈｅｄｕｌｅ 
2月  4日 (月) 三役会 19：00～ 

今出川 

ＹＭＣＡ

2月 7日 (木) 役員会 19：30～ 
ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙ

ﾎﾃﾙ 

2月 14日 (木) 
第一例会 

（TOF例会）
19：00～ 

今出川 

ＹＭＣＡ

2月 23～

24 

(土

日) 

第二例会 

（一泊例会）
19：00～ 

関西 

ｾﾐﾅｰﾊｳｽ 

３月 予  定  抄 

3月  3日 (月) 三役会 19：00～ 
今出川 

ＹＭＣＡ

3月 6日 (木) 役員会 19：30～ 
ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙ

ﾎﾃﾙ 

3月 12日 (水) 
第一例会(ﾊﾟﾚ

ｽ合同例会) 
19：00～ 

ブライト

ンホテル

3月 20日 (木) 
今出川YMCA

ﾌｧｲﾅﾙｲﾍﾞﾝﾄ 
後報 

今出川 

ＹＭＣＡ

3月 27日 (木) 
第二例会 

(環境例会) 
19：00～ 

ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙ

ﾎﾃﾙ 

２月  Happy Birthday 

メン メネット 

桂 厚子 桂 五郎 

   

２月  Happy Anniversary 

笹山 信泰・澄江 安平 知史･春美 

辻中 康宏・博子  

 星野 淑子･征光  

２月  他クラブ例会案内 

第一例会 第二例会  

日程 場所 日程 場所 

パレス 14日 ブライトン 28日 TOF例会 
洛中 8日 全日空 22日 三条YMCA 
みやび 7日 三条YMCA 21日 セントノーム

１月 役員会議案報告 

 内容 結果

議案１ 福田英生ワイズＥＭＣ委員会配属とす

る。市村友美ワイズ地域奉仕・環境委員

会配属とする。 

承認  

議案２ １月１３日新年例会（洛中クラブ２０周

年記念例会）会費の件、ゲスト会費10,000
円、メネット会費8,000円とする。 

承認  

議案３ 功労会員の年会費の件、月会費 2000 円
×12ケ月＝24000円+その他諸費用実費
相当額とする。負担額については会長よ

り通知する。なお、追加審議として、功

労会員の永年の功労に感謝するため少額

承認  

なりとも記念品を贈呈する。      

議案４ 1月第二例会（総会）にて会則の改定（功
労会員の会費の追加）について「会費に

ついては役員会にて年度毎の会費を決定

するため会則の改定は不要」につき本議

案は取り下げとする。 

承認  

1月 総会議案報告 

 内容 結果

議案１ 次期三役承認の件、書記 島田・市橋、

会計 野田、副会長 牧野ワイズ 
承認  

議案２ 次々期会長承認の件、牧野ワイズ 承認  
議案３ 第28期中間会計報告の件 継続  
 

ＹＭＣＡ Ｎｅｗｓ 
1．新年度プログラム募集 
スイミングスクール、幼児・少年体育活動、グローバルア

ウトドアクラブ 
２.春休みスキーのお知らせ 
春休みのスキープログラムの参加者募集中。 
リトルキッズスキー春、小学生スキー春、中高生スキー春 、

小学生チャレンジスキー春、チャレンジスキー春  
３.春休み小豆島少年少女キャンプ参加者募集中 

3月29日～4月2日 小学校２～高校３年生   
４.２００７年度卒業生リーダー祝会のお知らせ 
日時３月９日 場所 京都ＹＭＣＡ三条本館マナホール 
５.創立119年会員集会  
日時 ２００８年２月２２日(金)19時～ 
場所 マナホール 横浜ＹＭＣＡ 山根誠之総主事    
６.春スイミング・デイキャンププログラムご案内 
Ａ.春休みスイミングスクール３月２５日～３０日   
対象  新年中・新年長・新小学・中学生 
Ｂ．デイキャンプ   3月26~29日日帰り連続４日間   
対象 新年中・年長、新小学１年～３年生  
Ｃ．鉄棒・とび箱が好きになる教室 日時3月25~28日 
※上記プログラムに関するお問い合わせ・お申し込みは   
京都ＹＭＣＡ 三条本館 
電話(075)231-4388 FAX(075)251-0970 
E-mail:kyoto@ymcajapan.org  

今月の聖句解説 by辻中YMCA連絡主事 
仕えることを期待されている人が、誰のペースで動くのか

によって、その場の雰囲気が大きく変わります。神様はす

べての人を受け入れるために、最初から力に満ちた大人に

なった主イエスをお遣わしになるのではなく、聖霊によっ

てマリアを身ごもらせ、ベツレヘムの馬小屋で、生まれた

ての乳飲み子として、主イエスを、お遣わしになりました。

主イエスの言葉に従って、子どもを受け入れ、いと小さな

者たち、弱い者たちを受け入れ、相手のペースに自らを合

わせることが出来るなら、そこに柔らかな優しい空間が現

れるのです。逆に、強い者、速い者、力のある者のペース

に支配されるなら、そのペースに付いて行けずに、疲れ果

て、倒れてしまう者が、あちこちに生まれてしまうのです。 
紙面の都合により「1/27京都部CSボーリング大会」のレポー
トは3月号に回させていただきます。 




